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日本酒を愛する人の 

かすが会ニュース 

平成 30年度 

第 3回例会 

創立 40周年式典 

（報告） 

 
 

                   

平
成
30
年
11
月
18
日
（
日
）
13
時
か

ら
、
我
孫
子
の
老
舗
割
烹 

鈴
木
屋
に
お

い
て
93
名
の
参
加
者
を
得
て
平
成
30
年

度
第
3
回
例
会
＆
創
立
40
周
年
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
先
立
ち
、
会

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
春
日
や
創
業
者

中
村
国
男
様
、
か
す
が
会
役
員
お
よ
び
蔵

元
ら
の
物
故
者
に
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま

し
た
。
式
典
で
は
関
係
者
の
挨
拶

の
後
、
こ
れ
ま
で
会
の
運
営
に
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、「
鏡
開
き
」
が
行
わ
れ
、

乾
杯
酒
は
、
出
羽
鶴
「
明
日
に
」

と
千
代
む
す
び
「
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｈ
」

の
ａ
ｗ
ａ
酒
で
し
た
。 

当
日
の
参
加
蔵
元
は
、
㈴
鈴
木

酒
造
店 

鈴
木
直
樹
代
表
社
員
、

秋
田
清
酒
㈱
伊
藤
辰
郎 

代
表
取

締
役
会
長
、
出
羽
桜
酒
造
㈱
仲
野 

賢 

営
業
部
長
兼
社
長
室
長
、
宮

尾
酒
造
㈱
宮
尾
佳
明 

代
表
取
締
役
社
長
、

下
越
酒
造
㈱
佐
藤
俊
一 

代
表
取
締
役

社
長
、
越
銘
醸
㈱
武
藤
光
則 

営
業
部
長
、

東
薫
酒
造
㈱
三
上
正
治 

営
業
部
課
長
、

花
の
舞
酒
造
㈱
宇
和
川 

彰 

東
京
支
店

営
業
部
、
㈱
三
千
盛 

水
野 

岳 

専
務
取

締
役
、
㈱
名
手
酒
造
店 

名
手
佐
起
枝 

取

締
役
、
千
代
む
す
び
酒
造
㈱
岡
空 

聡 

社

長
室
長
、
李
白
酒
造
㈲
藤
井
直
二
郎 

常

務
取
締
役
、
㈾
寒
菊
銘
醸 

山
本
剛
史 

営
業
担
当.

で
し
た
。 

当
日
の
料
理
（
左
写
真
）
は
、 

「
先
付
」
鮟
肝
大
根 

 

「
お
造
り
」
鰤
焼
き
霜
造
り 

「
蒸
物
」
秋
刀
魚
有
馬
山
椒
煮 

「
焼
物
」
鮭
酒
粕
漬
け
焼 

「
蒸
焼
」
冬
瓜
の
占
地
蟹
餡
掛
け 

「
揚
物
」
海
老
真
薯
錦
祇
磯
辺
揚
げ 

「
食
事
」
小
鰭
の
押
し
寿
司 
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平
成
３１
年
度
第
一
回
例
会
企
画 

今
年
も
ま
た
搾
り
た
て
新

酒
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し

た
。 か

す
が
会
恒
例
の
「
搾
り
た

て
の
新
酒
を
楽
し
む
」
を
テ
ー

マ
に
、
会
員
蔵
元
か
ら
出
品
さ

れ
る
数
々
の
貴
重
な
搾
り
た

て
新
酒
を
今
回
も
じ
っ
く
り

と
味
わ
っ
て
頂
く
事
に
致
し

ま
す
。 

搾
り
た
て
の
新
酒
は
麹
独

特
の
甘
い
香
り
と
ほ
の
か
に

薄
い
濁
り
が
残
り
、
と
ろ
り
と
し
た
濃
厚

な
味
わ
い
と
、
舌
先
を
ピ
リ
ピ
リ
と
刺
激

す
る
僅
か
な
発
泡
成
分
が
爽
や
か
さ
と

荒
さ
を
感
じ
さ
せ
る
等
の
特
徴
が
あ
り
、

こ
の
特
徴
が
搾
っ
た
直
後
か
ら
時
間
と

共
に
徐
々
に
落
ち
着
い
て
き
ま
す
。 

そ
し
て
火
入
れ
と
呼
ば
れ
る
加
熱
に

よ
る
殺
菌
処
理
、
そ
れ
に
保
管
に
よ
る
熟

成
と
共
に
そ
の
お
酒
の
ラ
ベ
ル
通
り
の

味
に
収
斂
し
、
「
新
酒
」
や
「
ひ
や
お
ろ

し
」
と
し
て
出
荷
さ
れ
ま
す
。 

今
回
も
大
吟
醸
酒
、
純
米
大
吟
醸
酒
、

吟
醸
酒
、
純
米
吟
醸
酒
、
純
米
酒
、
本
醸

造
酒
と
、
一
般
に
は
市
販
さ
れ
な
い
鑑
評

会
出
品
酒
等
の
搾
り
た
て
新
酒
が
続
々

と
出
品
さ
れ
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
こ
の
機
会
を
逃
さ

ず
、
搾
り
た
て
新
酒
の
素
晴
ら
し
さ
を
味

わ
っ
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
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創
立
４０
周
年 

蔵
元
の
「
コ
メ
ン
ト 

 

秋
田
清
酒
㈱
会
長 

伊
藤
達
郎 

ＮＯ
３
：
最
高
峰
の
純
米
大
吟

醸
。
ＮＯ
４
：
日
本
酒
の
新
境

地
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

鈴
木
酒
造
店 

代
表 

鈴
木
直
樹 

ＮＯ
５
：
先
代
の
思
い

出
の
お
酒
「
中
だ
れ
」

を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。 

出
羽
桜
酒
造
㈱
室
長 

仲
野 

賢 

ＮＯ

１１
：
先
代
中
村
国
夫

社
長
が
命
名
し
た
「
雪

萬
々
」
で
す
。 

 

宮
尾
酒
造
㈱
社
長 

宮
尾
佳
明 

ＮＯ

１４
：
山
田
錦
３５
％

精
米
の
大
吟
醸
。 

ＮＯ

１５
：
新
米
新
酒
で
す
。 

 

下
越
酒
造
㈱
社
長 

佐
藤
俊
一 

ＮＯ

１７
：
１５
年
熟
成
の

生
酒
。
ＮＯ

１６
と
の
比
較

が
楽
し
み
で
す
。 

 越
銘
醸
㈱
部
長 

武
藤
光
則 

ＮＯ

１９
：
最
高
峰
の
大

吟
醸
の
全
国
新
酒
鑑
評

会
入
賞
酒
で
す
。 

 

東
薫
酒
造
㈱
課
長 

三
上
正
治 

３
種
類
の
無
濾
過
・
純

米
吟
醸
酒
を
飲
み
比
べ

て
見
て
下
さ
い
。 

 

㈱
三
千
盛 
専
務 

水
野 

岳 

ＮＯ

２７
：
純
米
大
吟
醸

に
ご
り
超
辛
口
で
す
。 

ＮＯ

２８
：
純
米
ド
ラ
イ
。 

花
の
舞
酒
造
㈱
営
業 

宇
和
川 

彰 

ＮＯ

２９
：
山
田
錦
４０
％

精
米
の
純
米
大
吟
醸
。 

ＮＯ

３０
：
新
米
新
酒
。 

 ㈱
名
手
酒
造
店 

役
員 

名
手
佐
起
枝 

ＮＯ

３１
：
山
田
錦
４５
％

精
米
の
純
米
大
吟
醸
。

ＮＯ

３２
：
山
田
錦
４０
％

精
米
の
純
米
大
吟
醸
。 

 

千
代
む
す
び
酒
造
㈱
室
長 

岡
空 

聡 

ＮＯ

３３
：
強
力
米
３０
％

精
米
の
純
米
大
吟
醸
。

ＮＯ

３４
：
和
製
シ
ャ
ン

パ
ン
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｈ
。 

 李
白
酒
造 

常
務 

藤
井
直
二
郎 

ＮＯ

３５
：
大
吟
醸
斗
瓶

囲
い
。 

ＮＯ

３６
：
大
吟
醸
斗
瓶

囲
い
２０
年
古
酒
。 

 

寒
菊
銘
醸 

営
業 

山
本
剛
史 

ＮＯ

３７
：
１
年
間
氷
温

熟
成
さ
せ
た
純
米
大

吟
醸
「
原
作 

極
」

で
す
。
創
業
者
は
、 

 
 

 

佐
瀬
源
作
で
す
。 

花の舞酒造では、毎年新酒ができる

と、新しい杉玉と取り替えています。 

 



（3） 2019年 4月 14日（日）       かすが会ニュースＮｏ.73号 

 

 

 



かすが会ニュースＮｏ.73号      2019年 4月 14日（日） （4） 

 

 

 

 

 

内
山
幸
二
の｢

コ
ー
ジ
ー
コ
ー
ナ
ー｣

 

第
11
回
「
健
康
と
美
容
に
日
本
酒
を
」 

 
 

 
 

か
す
が
会
顧
問 

内
山
幸
二 

 
 

 
 

 
 

 

 

健
康
寿
命
と
は
「
介

護
の
必
要
が
無
く
」

「
自
立
し
た
生
活
が
出

来
る
」
状
態
。 

日
本
人
の
健
康
寿
命
は
男
性
７
２
．
３

歳
、
女
性
７
７
．
７
歳
、
平
均
寿
命
は
男

性
８
１
．
０
９
歳
、
女
性
８
７
．
２
６
歳
、

こ
れ
か
ら
は
１
０
０
歳
の
時
代
で
す
。 

 

先
ず
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
で
、
健

康
に
気
を
使
い
、
美
味
し
い
日
本
酒
を
適

量
飲
酒
に
心
が
け
、
楽
し
く
生
き
た
い
も

の
で
す
。 

１
、 

日
本
酒
と
健
康 

①
脳
内
活
性
（
健
忘
症
と
老
化
予
防
） 

 

日
本
酒
醸
造
で
用
い
る
酵
母
の
中
に 

含
ま
れ
て
い
る
物
質
が
、
老
人
痴
呆
症 

や
う
つ
病
、
老
化
防
止
に
効
果
的
で
す
。 

②
心
臓
に
や
さ
し
く 

（
心
筋
梗
塞
と
脳
梗
塞
予
防
） 

 

日
本
酒
を
飲
む
こ
と
で
血
栓
を
溶
か

す
物
質
が
増
え
、
血
圧
を
下
げ
る
作
用

を
持
つ
物
質
も
見
つ
か
り
、
心
臓
病
予

防
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。 

③
胃
腸
に
や
さ
し
い 

（
ス
ト
レ
ス
解
消
と
糖
尿
病
予
防
） 

 

日
常
生
活
で
は
「
本
音
と
建
前
」
が
ケ

ン
カ
し
て
、
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
ま
す
。 

お
酒
を
飲
む
と
「
建
前
」
が
マ
ヒ
し
、

ス
ト
レ
ス
が
解
消
さ
れ
、
胃
の
健
康
を

守
る
の
に
効
果
が
有
り
ま
す
。 

ま
た
日
本
酒
に
は
脂
肪
の
分
解
を
抑

え
る
働
き
が
有
り
、
糖
尿
病
予
防
に
有

効
で
す
。 

④
肝
臓
に
も
や
さ
し
い
（
が
ん
抑
制
） 

 

日
本
酒
の
中
に
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪

肝
を
予
防
す
る
働
き
を
持
つ
成
分
が

有
り
、
日
本
酒
の
エ
キ
ス
が
が
ん
細
胞

を
死
滅
さ
せ
、
が
ん
抑
制
に
効
果
が
有

り
ま
す
。 

 

２
、
日
本
酒
と
美
容 

①
潤
い
を
保
つ 

 

３７
度
前
後
の
お
風
呂
に
コ
ッ
プ
２
～

３
杯
の
日
本
酒
を
加
え
て
入
浴
す
る

と
、
し
っ
と
り
お
肌
に
保
湿
効
果
が
有

り
ま
す
。 

②
つ
や
を
増
す 

日
本
酒
を
楽
し
く
飲
む
と
血
行
が
良

く
な
り
、
皮
膚
全
体
に
栄
養
分
を
届
け
、

お
肌
を
艶
や
か
に
し
ま
す
。 

③
お
肌
を
美
し
く 

 

日
本
酒
に
含
ま
れ
る
ア
ミ
ノ
酸
や
有

機
酸
等
１
０
０
数
種
類
の
栄
養
成
分

に
は
美
白
効
果
等
、
お
肌
を
美
し
く
す

る
様
々
な
美
容
効
果
が
有
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
   

   

（
日
本
酒
造
組
合
） 

平
成
３１
年
度
か
す
が
会
日
程 

第
２
回
例
会 

・
８
月
４
日
（
日
） 

・
テ
ー
マ 

未
定 

第
３
回
例
会 

・
１１
月
１７
日
（
日
） 

・
テ
ー
マ 

未
定 

毎
回
、
会
場
は
「
鈴
木
屋
」（
我
孫
子
）

で
、
開
始
時
間
は
１４
時
で
す
。 

か
す
が
会
の
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

創
立
４０
周
年
記
念
行
事
の
一
つ
と
し

て
新
し
く
「
か
す
が
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

 

写
真
と
動
画
を
多
く
し
、
見
易
く
て
充

実
し
た
情
報
を
提
供
、
今
後
更
に
内
容
を

強
化
し
て
、
日
本
酒
と
会
の
発
展
に
寄
与

出
来
る
様
に
頑
張
り
ま
す
。 

 

４０
周
年
記
念
式
典
の
詳
し
い
動
画
も

載
せ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

h
ttp

s
://

k
a
s
u

g
a
k
a
i.o

rg
/ 

 

編 

集 

後 

記 

 

会
員
蔵
元
様
を
始
め
関
係
の
皆
様
の

ご
協
力
の
も
と
、
１
頁
に
ご
報
告
の
通
り
、

無
事
に
創
立
４０
周
年
記
念
式
典
と
諸
事

業
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

か
す
が
会
副
会
長 

加
藤 

洋
一 

適量範囲で 

どのくらいの酒量が適量なのでしょうか。

アルコールの代謝能力には個人差があり、お

酒に弱い人や女性は、お酒に強い人に比べ、

はるかに少ない量で酔ってしまいます。ま

た、強い人であっても、体格の差や年齢の差、

飲酒をするときの体調によっても酔い具合

が違ってきます。一般的にいえば、2 単位ぐ

らいのお酒（日本酒 1 合を 1 単位と呼ぶ）

を限度とすることです。このくらいの酒量だ

と個人差はあるものの、ほどよくお酒を楽し

むことができるといわれています。これを超

えると、悪酔いやさまざまな障害が起こりや

すくなるといわれています。 

（公益社団法人アルコール健康医学協会） 


